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１．研究計画の概要 
本研究は時期的には、米国が欧州経済協力

機構（OEEC）を経済協力開発機構（OECD）
として改組する構想を持ち始めた 1950 年代
末から日本が正式に OECD に招請された
1963 年 7 月ごろまでを対象として、米国、
英国、カナダ、日本そして OECD の外交史
料等を広く蒐集・分析することにより、日本
の OECD 加盟を国際関係史的観点から問い
直そうとするものである。そしてそれによっ
て、当該時期に政権を担っていた池田勇人内
閣の対外政策及び戦後日本外交の新しいイ
メージを提示することを目的とする。 
 

２．研究の進捗状況 
（１）資料調査 
平成２０年度～２３年度にかけて海外調

査を行い、米国の国立公文書館、英国の国立
公文書館、カナダの国立図書館・公文書館、
欧州連合歴史資料館において、日本の OECD

加盟に関する外交史料を蒐集した。 
 各国の公文書館では、①日本と各国の間で
日本の OECD 加盟がどのように話し合われ
たか、②各国間例えば米英、英仏、米（西）
独間の首脳会談等で日本の OECD 加盟につ
いてどのような意見交換がなされたか、③
OECD の理事会や開発援助委員会（DAC）
において日本の活動や加盟希望はどのよう
に議論されたか、④OEEC から OECD の再
編において日本の DAC参加について OEEC

及び OECD 内でどのような議論がなされた
か、等を明らかにすべく、資料調査を行った。 
また日本国内においても外務省資料、当時

の官僚の回想録等を蒐集した。 
（２）成果等 
 蒐集した資料の分析によって、①米国政権

内ではケネディ大統領自身が日本の OECD

加盟について積極的であったこと、②日本が
将来のOECD加盟を見通してDACをはじめ
とした OECD における開発援助分野の活動
に熱心に取り組んでいたこと、③日本は
OECDに加盟する前に DACに参加していた
ことによって、OECD内で微妙な立場に置か
れていたこと、④日本の OECD 加盟を英仏
西独等が支持するようになった背景として
は米国からの要請があったにしろ、それほど
影響は強くなかったこと、等が明らかになっ
てきた。 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 おおむね予定していた通り資料の収集・分
析を進め、その成果の一部を学会等で二度報
告することができた。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 蒐集した資料の分析をさらに進め、研究の
最終的なとりまとめとして「日本の OECD 加
盟をめぐる国際関係史」と題する論文を執筆
する。分量・質ともに学術書として公刊でき
るレベルを目指す。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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